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「近江八幡市では、わたしたちの願いを実現するための話し合いはどこで行われてい
るのだろう」とのテーマのもと市議会の役割について学習するため、桐原小学校６年
生96名のみなさんが４月23日に本会議場を見学されました。

①議場を見学して

④本会議を体験できました

②議員席に座ってみて

③市長の説明を聞いて

議長席・執行部席・傍聴席など本会議場内部を
見学。

児童の代表が市長・教育長へ質問席から質問を
して、市長・教育長が答弁席から回答。

児童が執行部席・議員席に着席後、
市長・教育長・議長・副議長が入場。

市民の要望から大型遊具が設置されるまでの流れ
を例に挙げ、市長が市議会の役割について説明。
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議場見学を終えて
～桐原小学校６年生のみなさんの感想～

議場を
回ったとき、道にある看

板の人の名前を見つけたとき、本
当にその人たちがこの場所で会議を
行っていると思うと、改めて私たちは貴
重な体験ができたんだなと感じました。
この経験を生かして、これから近江
八幡市民としてよりよいくらしを
心がけます。

市役所の議場見学
に行かせていただいてありがと
うございました。ぼくは、市役所
の１階には、何回も行ったことが
あるけれど、４階にある議場には行っ
たことがないので、行かせてくださって
うれしかったです。市議会は、傍
聴席でいっぱんの人も見られるの
で、また機会があれば、見に
行きたいです。

今日、市役所に行って学んだこと
がたくさんあります。１つ目は、議場に入らせてもらいました。

よく見たら議員さんの座る場所はすでに決まっていました。２つ
目は、議場に入ると空気が変わって静かになることと緊張すること
がわかりました。私は、市長さんのとなりだったので、すごく緊張し
ました。市長や議長・議員さんの話し合いやアンケートをとって賛成、
反対の意見を聞いて決めているそうです。市役所のみなさんはみん
なが楽しく、安心安全にくらせるように工夫してくれているので、

これからも安心安全にくらせるなと思いました。
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令
和
3
年
第
2
回
市
議
会
臨
時
会
を
4
月
28
日

に
開
き
ま
し
た
。

　

開
会
後
、
当
局
か
ら
補
正
予
算
お
よ
び
条
例
関

連
の
専
決
処
分
の
承
認
議
案
3
件
、
固
定
資
産
評

価
員
に
係
る
人
事
案
件
1
件
の
、
計
4
件
が
上
程

さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
専
決
処
分
の
う
ち
予
算
関
連
議
案
2

件
は
予
算
常
任
委
員
会
に
、
条
例
議
案
1
件
は
総

務
常
任
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ
、
各
常
任

委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
本
会
議
再
開
後
、

各
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

当
局
よ
り
提
案
さ
れ
た
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お

り
承
認
お
よ
び
同
意
し
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
議
長
選
挙
お
よ
び
副
議
長

選
挙
を
行
い
、
第
12
代
議
長
に
平
井
偗
治
議
員
、

第
13
代
副
議
長
に
小
西
励
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
、
各
常
任
委
員
会
の
委

員
は
全
て
改
選
、
特
別
委
員
会
の
委
員
の
一
部
に

も
変
更
が
あ
り
、
各
委
員
会
で
委
員
長
、
副
委
員

長
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
長
か
ら
追
加
議
案
と
し
て
近
江
八

幡
市
監
査
委
員
の
選
任
議
案
が
上
程
さ
れ
、
議
員

選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
井
上
芳
夫
議
員
を
選
任

同
意
し
ま
し
た
。

　

＊�

各
委
員
会
等
の
委
員
は
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

４
月
臨
時
会
の
概
要

　

去
る
4
月
28
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
第
2
回
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
市
議
会
議
長
に
就

任
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

平
井
偗
治 

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
変
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、
あ
ら
た

め
て
、
そ
の
重
責
を
感
じ
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
近
江
八

幡
市
議
会
の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
引
き
続

き
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
邁
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
順
次
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
未

だ
収
束
が
見
込
め
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
感
染
リ
ス
ク
に
立
ち
向
か
い
、
社
会
生

活
の
維
持
に
必
要
な
機
能
を
支
え
て
い
る
医
療
従
事
者

を
は
じ
め
と
す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
方
々

に
深
く
敬
意
を
表
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
行
政
当
局
と
連
携
を
密
に

し
、
今
後
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
円
滑
な
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
加
え
て
、
近
年
の
大
規
模
地
震
や
気
候
変
動

に
よ
る
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
へ
の
備
え
や
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
地
域
力
の
低
下
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
に
も
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
民
の
代
表
と
し
て
の
意

思
決
定
機
関
で
あ
り
ま
す
地
方
議
会
が
果
た
す
べ
き
役

割
と
責
任
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

議
長
の
職
を
預
か
ら
せ
て
い
た
だ
く
以
上
、
近
江
八

　

こ
の
度
、
4
月
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
多
く
の
議
員
の
ご

推
挙
に
よ
り
第
13
代
副
議
長

の
大
役
を
担
わ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
小
西
励
で
ご
ざ

い
ま
す
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
選
任
い
た
だ

き
ま
し
た
以
上
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
井
議

長
と
と
も
に
職
務
に
全
力
を
注
い
で
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

聖
徳
太
子
の
言
葉
に
「
和
を
も
っ
て
貴
（
と
う
と
）

し
と
な
す
、
逆
ら
う
事
な
き
を
旨
と
せ
よ
。」
と
い
う
言

葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
の
意
味
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
た
と
え
意
見
が
対
立
を
し
た
と
し
て
も
、
お
互
い

を
尊
重
し
な
が
ら
納
得
す
る
ま
で
議
論
を
し
、
い
さ
か

い
を
起
こ
さ
ぬ
こ
と
を
根
本
と
し
な
さ
い
。」
と
の
こ
と

で
、
こ
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
議
員
各
位
の
ご
意
見
を

拝
聴
し
な
が
ら
、
小
西
市
長
を
は
じ
め
当
局
の
皆
様
方

と
も
協
調
し
、
近
江
八
幡
市
民
の
皆
様
方
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
責
務
に

邁
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
誓
い
し
就
任
に

あ
た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長
就
任
の
ご
挨
拶�

平
井
　
偗
治

副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶�

小
西
　
励

幡
市
議
会
基
本
条
例
の
趣
旨
の
も
と
、
公
平
・
公
正
か

つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
市

政
発
展
の
た
め
に
、
誠
心
誠
意
、
市
民
の
皆
様
の
期
待

と
信
頼
に
応
え
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
格
別
の
ご
指
導
と
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
収
束
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、
就
任
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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６
月
定
例
会
の
概
要

　

令
和
3
年
第
2
回
（
6
月
）
市
議
会

定
例
会
を
6
月
4
日
か
ら
6
月
28
日
ま

で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

開
会
後
、
議
長
報
告
、
監
査
報
告
、

市
長
報
告
の
あ
と
、
当
局
か
ら
専
決
処

分
の
承
認
議
案
1
件
、
予
算
関
連
議
案

1
件
、
条
例
議
案
7
件
、
そ
の
他
議
案

2
件
、
人
事
案
件
3
件
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
案
熟
読
期
間
を
経
て
再
開
さ
れ
た

15
日
に
は
、当
局
か
ら
条
例
議
案
1
件
、

そ
の
他
議
案
2
件
、
議
員
提
出
議
案
と

し
て
意
見
書
1
件
の
合
計
4
件
が
上
程

さ
れ
、
同
日
か
ら
17
日
ま
で
の
3
日
間

で
個
人
質
問
を
行
い
、
17
名
の
議
員
か

ら
市
政
に
関
す
る
質
問
や
議
案
に
対
す

る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

17
日
の
個
人
質
問
終
了
後
、
財
産
区

管
理
委
員
の
選
任
同
意
に
係
る
人
事
案

件
3
件
に
つ
い
て
採
決
を
行
い
全
員
賛

成
で
同
意
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
常

任
委
員
会
に
議
案
が
付
託
さ
れ
、
18
日

に
予
算
常
任
委
員
会
を
、
21
日
に
は
総

務
常
任
委
員
会
を
、
22
日
に
教
育
厚
生

常
任
委
員
会
を
、
23
日
に
産
業
建
設
常

任
委
員
会
を
開
き
、
当
局
か
ら
議
案
に

対
す
る
詳
細
な
説
明
を
求
め
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

28
日
の
閉
会
日
に
は
、
総
務
、
教
育

厚
生
お
よ
び
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員

長
か
ら
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ

い
て
継
続
審
査
を
行
い
た
い
旨
の
申
し

出
が
あ
り
、
こ
の
申
し
出
の
と
お
り
決

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
委
員

会
審
査
報
告
を
行
い
、
討
論
採
決
の
結

果
、
当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
全

て
の
議
案
を
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
、
市
長
提
出
の
追
加
議
案

と
し
て
予
算
関
連
議
案
1
件
、
人
事
案

件
1
件
が
上
程
さ
れ
、
予
算
関
連
議
案

は
予
算
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
本

会
議
で
の
審
査
報
告
の
後
、
採
決
を
行

い
、
追
加
議
案
全
て
を
可
決
・
同
意
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
議
員
提
案
の
意
見
書
に
つ
い

て
は
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

全国市議会議長会からの表彰状及び感謝状の伝達式が行われました
　

6
月
定
例
会
の
開
会
日
の
冒
頭
に
、
10
年
の
長
き
に
わ
た
り
市

政
の
振
興
に
努
め
ら
れ
た
功
績
に
対
し
て
、
平
井
偗
治
議
員
、
北

川
誠
次
議
員
、
片
岡
信
博
議
員
、
小
西
励
議
員
、
西
津
善
樹
議
員

が
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
表
彰
状
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
評
議
員
と
し
て
会
務
運
営
に

尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
片
岡
信
博
議
員
に
全
国
市
議
会
議
長

会
か
ら
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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問　

急
速
な
社
会
の
変
化
と
と
も
に
、

世
代
間
で
の
価
値
観
の
違
い
が
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
将
来
の
近
江
八
幡
市
を
担
う
若

手
の
職
員
の
意
見
は
重
要
で
あ
り
、

今
後
の
活
躍
の
場
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

提
案
な
ど
が
、
業
務
の
改
善
や
更
に

は
新
し
い
施
策
と
し
て
反
映
さ
れ
る

と
や
り
が
い
に
も
通
じ
る
と
思
い
ま

す
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
一
つ

の
活
躍
の
場
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
の
状
況
や
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答　

総
務
部
長

　

政
策
立
案
等
の
会
議
で
若
手
職
員

を
委
員
と
し
て
意
見
を
聞
き
、
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
提
案
を
施
策
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
は
、
人
材
育
成
の
観
点

か
ら
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
人
材
育
成
基
本
方
針
の
改

定
に
向
け
た
策
定
検
討
委
員
会
や
市

庁
舎
整
備
に
お
け
る
新
庁
舎
の
基
本

設
計
に
か
か
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
、
若
手
か
ら
中
堅
職
員
で
構
成

し
、
検
討
結
果
や
意
見
等
を
施
策
に

反
映
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て

若
手
職
員
の
意
見
が
施
策
に
反
映
で

き
る
取
り
組
み
を
進
め
、
働
き
が
い

を
創
出
し
、
次
の
時
代
を
担
う
職
員

を
組
織
全
体
で
育
む
組
織
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

滋
賀
県
が
今
日
ま
で
近
江
牛
の

振
興
、
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
施
設

の
建
設
経
費
（
71
億
円
）、
運
営
経
費

（
年
6.2
億
円
・
償
還
金
年

1.35
億
円
）
を

殆
ど
支
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
県
民

の
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
以
前
の
「
と
畜
場
」
は
近
江

八
幡
市
営
で
あ
っ
た
が
、
施
設
の
老

朽
化
、
赤
字
経
営
等
財
政
面
な
ど
の

要
因
か
ら
畜
産
業
、
近
江
牛
振
興
に

も
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
「
近
江
牛
は
滋
賀
県
の
地
域

資
源
で
あ
る
」
と
の
本
市
の
考
え
を

県
、
ま
た
他
市
町
に
理
解
を
求
め
て

の
今
日
の
姿
、
即
ち
施
設
整
備
や
運

営
的
に
も
県
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ

り
、
今
回
の
市
長
に
よ
る
審
査
申
立

は
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
た
市

政
や
歴
代
市
長
の
認
識
を
無
視
し
た

事
実
誤
認
に
よ
る
審
査
申
立
と
思
料

す
る
が
見
解
を
求
め
る
。

答　

市
長
、
総
合
政
策
部
理
事

　

自
治
紛
争
処
理
委
員
の
審
査
に
付

す
る
こ
と
を
求
め
る
申
出
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
お
け
る

地
域
資
源
認
定
に
つ
い
て
、
総
務
省

通
知
に
お
い
て
「
関
係
団
体
の
合
意

の
上
で
、
返
礼
品
等
を
取
り
扱
う
こ

と
。」
と
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

関
係
自
治
体
の
合
意
を
得
ず
し
て
、

滋
賀
県
が
地
域
資
源
認
定
を
行
っ
た

手
続
き
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
行
っ

た
も
の
で
、
事
実
誤
認
に
よ
る
申
立

て
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま

す
。

　

過
去
の
経
過
は
理
解
し
ま
す
が
、

現
在
の
地
域
産
業
や
市
民
生
活
を
守

る
こ
と
を
一
番
に
考
え
、
さ
ら
に
は
、

近
江
牛
ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
、
ひ
い
て

は
、
県
全
体
の
畜
産
業
に
貢
献
す
る

と
い
う
考
え
の
も
と
、
今
回
の
判
断

を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

気
候
非
常
事
態
宣
言
に
つ
い
て

②�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

気
候
非
常
事
態
宣
言
と
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て

②�

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
行
と
こ
れ
か
ら
の
学
校

教
育
に
つ
い
て

③�

小
西
市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

【若手ワーキンググループ】
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gggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

公
政
会�

冨
士
谷 

英
正

個人質問

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
自
治
紛
争

処
理
の
申
立
て
取
下
げ
に
つ
い
て

公
明
党�

岩 

崎 

和 

也

個人質問

若
い
世
代
が
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て



問　

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
保
健

法
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
の
健
康
づ

く
り
の
場
で
あ
り
、
ま
た
地
域
に
お

け
る
保
健
と
医
療
、
福
祉
に
関
わ
る

様
々
な
施
設
が
効
果
的
に
機
能
す
る

拠
点
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
内
に
健
康
推
進
課
が
配
置

さ
れ
、
検
診
等
の
事
業
は
、
ひ
ま
わ

り
館
で
行
う
と
の
こ
と
で
す
が
、
分

散
配
置
と
す
る
こ
と
は
、
健
康
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
の
保
健
セ
ン
タ
ー

と
な
り
得
る
の
か
、
ま
た
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
の
拠
点
等
、
今
後
、
様
々
な

事
象
を
想
定
す
る
と
、
拠
点
と
し
て

の
保
健
セ
ン
タ
ー
は
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

子
ど
も
健
康
部
長

　

行
政
機
能
と
し
て
の
保
健
活
動
の

機
能
強
化
や
保
健
師
等
の
専
門
職
と

各
所
属
と
の
連
携
強
化
を
め
ざ
す
こ

と
、地
域
保
健
と
し
て
保
健
セ
ン
タ
ー

機
能
を
果
た
す
た
め
の
拠
点
機
能
を

維
持
確
立
し
て
い
く
こ
と
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
拠
点
は
一
か

所
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
庁
舎
整
備
基
本
計
画
で

は
、
新
庁
舎
と
ひ
ま
わ
り
館
の
二
か

所
の
連
携
に
よ
り
充
実
を
目
指
し
、

然
る
べ
き
所
を
保
健
セ
ン
タ
ー
と
し

て
位
置
付
け
る
も
の
と
現
時
点
で
は

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
拠
点
機
能
の
充
実
は
今

後
の
重
要
な
検
討
事
項
で
あ
り
、
市

民
へ
の
分
か
り
や
す
さ
や
場
所
と
機

能
を
し
っ
か
り
位
置
付
け
る
こ
と
が

必
要
で
、
地
域
保
健
法
第
18
条
の
規

定
を
踏
ま
え
、
改
め
て
、
在
り
方
に

つ
い
て
関
係
部
署
や
機
関
と
も
協
議
・

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

数
か
所
の
避
難
所
は
浸
水
想
定

域
に
あ
り
ま
す
。
今
回
、
教
育
委
員

会
の
安
土
小
学
校
整
備
地
選
定
委
員

会
で
は
、
新
築
は
浸
水
想
定
域
で
あ

る
移
転
地
と
結
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
防
災
計
画
で
は
、「
多
く
の
市

民
を
収
容
で
き
る
避
難
所
（
小
学
校

等
）
を
防
災
区
域
（
学
区
）
ご
と
に

整
備
す
る
。」
ま
た
、「
水
害
危
険
区

域
に
つ
い
て
は
、
日
野
川
の
浸
水
想

定
区
域
は
50
㎝
以
上
の
水
深
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
移
転
予
定
地
は

1.0
〜
2.0
ｍ
の
浸
水
想
定
域
で
す
。
浸

水
域
に
小
学
校
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

市
の
防
災
計
画
と
矛
盾
し
て
い
る
と

考
え
ま
す
が
、
当
局
の
お
考
え
を
お

示
し
く
だ
さ
い
。

答　

副
市
長

　
「
地
域
防
災
計
画
」
で
は
「
土
砂
災

害
や
水
害
の
危
険
の
な
い
場
所
に
立

地
す
る
公
共
施
設
及
び
防
災
地
区
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
小
学
校

等
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
と
し
て

整
備
し
、
災
害
時
に
安
全
な
施
設
を

避
難
施
設
と
し
て
位
置
付
け
る
」
と

明
記
し
、
避
難
施
設
の
整
備
に
係
る

考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
施
設

整
備
を
規
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
き

ま
し
て
も
、
早
め
の
避
難
を
促
す
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
規
制
を
目
的
と

し
た
も
の
で
は
な
く
、
河
川
改
修
の

進
捗
や
、
開
発
等
に
よ
り
地
盤
高
は

変
わ
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
配
布
の

マ
ッ
プ
は
、
現
状
の
河
川
や
土
地
の

状
況
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症　

第
５
次

対
策
に
つ
い
て

②
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

③
市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

④
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

安
土
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
整
備
等
に
つ

い
て

②�

近
江
八
幡
市
介
護
予
防
・
日
常
生
活
総
合

事
業
に
つ
い
て

③
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
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創
政
会�

岡 

山 

か 

よ 

子

個人質問

保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

日
本
共
産
党�

森 

原 

陽 

子

個人質問

市
の
防
災
計
画
と
安
土
小
学
校

整
備
計
画
に
つ
い
て



問　

北
里
学
区
内
に
は
施
設
整
備
事

業
の
未
処
理
案
件
が
幾
つ
か
残
っ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ

り
ま
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

昨
年
の
11
月
に
建
て
替
え
と
の
方
向

性
は
示
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
学
区
と
の
協
議
、
調
整
は
ど
の

く
ら
い
進
ん
で
い
ま
す
か
。
ま
た
、

今
後
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め

て
い
く
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
学
区

と
の
連
携
や
体
制
の
整
備
を
行
っ
て

い
く
の
か
市
の
考
え
方
を
お
伺
い
し

ま
す
。

答　

総
合
政
策
部
長

　

北
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

つ
き
ま
し
て
は
、
建
て
替
え
で
の
方

向
性
を
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現
在
、

地
元
の
要
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
建

設
場
所
等
に
つ
い
て
、
北
里
学
区
と

調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
候
補
地
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、
必
要
な
予
算
を
確
保
の
上
、
他

学
区
と
同
規
模
で
同
様
の
機
能
を
備

え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

配
置
や
必
要
な
機
能
の
要
望
を
地
元

で
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
く
窓
口
を

作
っ
て
い
た
だ
き
、
担
当
課
が
調
整
、

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
議
員
の
お

力
添
え
も
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

今
回
、
災
害
時
の
感
染
拡
大
防

止
対
策
と
し
て
、
災
害
対
策
用
ワ
ン

タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ル
ー
ム
の
配
備
を
お
考
え
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
昨

年
各
学
区
で
実
施
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
禍

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
の
総
括
に
つ

い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
課
題

と
災
害
避
難
対
策
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
お
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　

市
民
部
長

　

昨
年
度
の
本
市
防
災
総
合
訓
練
に

つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
必

要
不
可
欠
な
訓
練
を
実
施
す
る
と
の

観
点
か
ら
、
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え

た
避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

訓
練
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
お
い
て
は
、
受
付
場
所
で
の
密
集

等
の
ご
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

大
型
扇
風
機
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ル
ー

ム
等
を
配
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
議
決
を
い
た

だ
き
ま
し
た
ら
ワ
ン
タ
ッ
チ
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
配
備
す
る
こ
と
か
ら
、

ワ
ン
タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
円

滑
な
設
営
訓
練
等
に
つ
い
て
、
今
後
、

防
災
総
合
訓
練
を
計
画
し
て
い
く
中

で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①
市
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

②
行
政
施
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て

②�

小
、
中
学
校
に
お
け
る
教
育
現
場
の
対
応

に
つ
い
て

③
日
野
川
と
立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

④
市
の
気
候
非
常
事
態
宣
言
に
つ
い
て

⑤
市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

【北里コミュニティセンター】

【今回初めて配備されるワンタッチパーテーション】
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凛
成
会�

山 

元 

聡 

子

個人質問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

第
5
次
対
策
に
つ
い
て

創
政
会�

大 

川 

恒 

彦

個人質問

北
里
学
区
の地

域
課
題
に
つ
い
て



問　

コ
ロ
ナ
感
染
の
問
題
か
ら
、
大

規
模
な
清
掃
作
業
が
今
年
度
も
中
止

に
な
り
ま
し
た
。
二
年
連
続
で
地
元

学
区
の
清
掃
が
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、地
元
の
自
治
会
や
町
内
会
、団
体
、

個
人
の
お
力
に
よ
り
、
各
地
域
に
お

い
て
随
時
清
掃
作
業
を
行
っ
て
頂
い

て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
八
幡
堀

は
重
要
文
化
的
景
観
に
も
、
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
も
含
ま
れ
、

行
政
と
し
て
も
、
環
境
美
化
、
整
備

を
放
置
は
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
地
元
や
団
体

と
、
協
働
の
体
制
と
ら
れ
る
の
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

答　

都
市
整
備
部
長

　

八
幡
堀
（
一
級
河
川
八
幡
川
）
の

遊
歩
道
な
ど
一
部
市
道
認
定
し
て
い

る
箇
所
な
ど
は
、
景
観
を
損
な
う
状

況
と
な
れ
ば
、
何
ら
か
の
対
応
を
検

討
す
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
に
つ
い

て
は
滋
賀
県
の
管
理
区
域
と
な
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
地
域
で
の
清
掃
活

動
を
見
な
が
ら
滋
賀
県
と
調
整
し
て

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

問　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し

て
、
予
約
の
際
に
多
く
の
市
民
の
方

が
怒
り
と
憤
ま
ん
、
不
満
と
不
安
を

感
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。「
予
約
が
で

き
な
い
方
」「
移
動
手
段
の
な
い
方
」

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
が
弱
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
と
く
に

市
長
自
身
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
考
え
方

が
見
え
ず
、「
市
長
は
何
を
し
て
い
る

の
か
」
と
い
う
お
声
を
多
く
の
方
よ

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
予
約
時
の
混

乱
お
よ
び
大
量
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情

に
つ
い
て
市
長
は
ど
う
感
じ
て
い
た

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

市
長

　

市
民
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
き
た
こ
と
は
、
大
変
じ
く
じ
た

る
思
い
で
し
た
。
主
に
「
予
約
が
取

れ
な
い
」、「
予
約
受
付
対
応
が
不
十

分
で
あ
り
改
善
を
求
め
る
」、「
か
か

り
つ
け
医
で
接
種
を
受
け
た
い
」、「
集

団
接
種
会
場
ま
で
行
け
な
い
人
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
」
と
い
う
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
選
定
、
予

約
シ
ス
テ
ム
、移
動
手
段
に
関
し
様
々

な
要
因
が
あ
る
も
の
の
不
便
、
苦
労

を
お
か
け
し
て
大
変
申
し
訳
な
く
思

い
ま
す
。
最
終
責
任
は
市
長
に
あ
り

ま
す
。
陣
頭
指
揮
は
と
っ
て
き
た
つ

も
り
で
す
が
、
ご
意
見
は
真
摯
に
受

け
止
め
、
今
後
の
教
訓
と
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
希
望
さ
れ

る
方
が
も
れ
な
く
受
け
ら
れ
る
よ
う

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

『
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
』
に
つ

い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①
コ
ロ
ナ
関
連
に
つ
い
て

②
行
政
の
事
業
に
お
け
る
横
の
連
携
に
つ
い
て

③
民
生
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

【八幡堀 】

【ワクチン接種会場】
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ひ
む
れ
ク
ラ
ブ�

山 

本 

英 

夫

個人質問

八
幡
堀
に
つ
い
て

チ
ー
ム
は
ち
ま
ん�

竹 

尾 

耕 

児

個人質問

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

小
西
市
政
の
対
応
に
つ
い
て



問　

安
土
小
学
校
建
設
は
前
市
長
時

代
か
ら
協
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平

成
27
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
自
治
連

合
会
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
役
員
と

冨
士
谷
前
市
長
と
の
拠
点
整
備
事
業

の
懇
談
に
お
い
て
、
地
元
が
解
決
す

る
よ
う
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
4
点
の

課
題
の
内
容
と
、
こ
の
課
題
に
対
す

る
教
育
委
員
会
の
認
識
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、「
素
敵
な
安
土

小
学
校
を
つ
く
る
会
」
が
、
現
地
で

安
土
小
学
校
建
て
替
え
を
求
め
る
署

名
2
0
1
4
筆
を
提
出
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
ら
れ
ま
し
た
か
。

答　

教
育
部
長
、
市
長

　

課
題
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

①
一
体
整
備
の
場
所
②
移
転
し
た
場

合
の
跡
地
の
利
用
方
法
③
安
土
学
区

選
出
の
議
員
の
意
見
統
一
④
安
土
学

区
と
し
て
意
見
統
一
の
4
点
を
、
当

時
の
協
議
録
か
ら
確
認
し
て
お
り
ま

す
。
課
題
に
対
す
る
教
育
委
員
会
事

務
局
の
認
識
と
し
ま
し
て
は
、
当
時

に
お
い
て
も
比
較
検
討
資
料
を
準
備

し
た
上
で
十
分
な
説
明
が
必
要
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
2
0
1
4
筆
の
署
名
に
つ

き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員
会
に
お
い

て
決
定
さ
れ
た
移
転
候
補
地
に
対
し
、

安
土
小
学
校
を
現
地
に
建
設
す
る
要

望
を
頂
い
て
お
り
、
地
域
の
一
つ
の

ご
意
見
と
し
て
重
く
受
け
止
め
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

問　

安
土
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ

ア
整
備
事
業
は
、
検
討
を
始
め
て
か

ら
8
年
が
経
過
し
、
早
急
な
事
業
実

施
を
望
む
要
望
書
も
提
出
さ
れ
て
お

り
、
安
土
小
学
校
整
備
地
選
定
委
員

会
か
ら
「
移
転
建
設
が
望
ま
し
い
」

と
の
答
申
が
出
さ
れ
た
以
上
、
直
ち

に
移
転
建
設
を
推
し
進
め
る
の
が
行

政
の
役
割
で
す
。
し
か
し
、
未
だ
に

予
算
計
上
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、
選
定

委
員
会
の
議
論
を
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、市
長
は
、

移
転
建
設
に
対
す
る
2
0
1
4
筆
の

反
対
署
名
を
大
事
に
す
る
と
い
わ
れ

る
な
ら
、
な
ぜ
、
署
名
の
有
効
性
の

検
証
を
し
な
い
の
か
お
答
え
く
だ
さ

い
。

答　

市
長
、
総
合
政
策
部
長

　

教
育
委
員
会
が
安
土
小
学
校
整
備

地
選
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
全
4

回
に
わ
た
る
議
論
を
進
め
ら
れ
決
定

さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
市

へ
報
告
さ
れ
た
内
容
は
、
法
に
基
づ

く
教
育
委
員
会
の
職
務
権
限
に
お
い

て
出
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
市
と
し

て
も
、
協
議
の
過
程
を
含
め
、
し
っ

か
り
受
け
止
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
令
和
2
年
12
月
11
日
に
市

長
宛
て
に
提
出
を
さ
れ
ま
し
た
安
土

小
学
校
を
現
地
に
建
設
す
る
こ
と
を

求
め
た
署
名
は
、
地
域
の
方
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
要
望
で
あ
り
、
法
的
に
強

制
力
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

署
名
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
検
証
を

行
う
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連

に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①
市
役
所
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

②
気
候
非
常
事
態
宣
言
に
つ
い
て

【安土小学校】
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志
誠
会�

西 

津 

善 

樹

個人質問

安
土
小
学
校
建
設
と
安
土
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
整
備
に
つ
い
て

日
本
共
産
党�

玉 

木 

弘 

子

個人質問

安
土
小
学
校
建
設
に
つ
い
て



問　

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
近
江

八
幡
市
全
域
に
お
い
て
、
指
定
ご
み

袋
制
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
10
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
S
D
G
ｓ
の
取

り
組
み
を
近
江
八
幡
市
に
お
い
て
、

さ
ら
に
身
近
な
も
の
に
す
る
た
め
、

ま
た
時
同
じ
く
し
て
、
近
江
八
幡
市

に
お
い
て
気
候
非
常
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ご
み

袋
に
「
一
絞
り
運
動
」「
ご
み
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
!
」「
次
の
世
代
の
た
め

に
!
」
と
い
う
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
入
れ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

小
さ
な
積
み
重
ね
が
意
識
を
変
え
る

と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

答　

市
長

　

現
在
、
家
庭
用
可
燃
ご
み
指
定
袋

大
サ
イ
ズ
と
小
サ
イ
ズ
並
び
に
家
庭

用
不
燃
ご
み
指
定
袋
の
3
種
類
つ
い

て
、
合
計
約
4
2
0
万
枚
を
毎
年
作

成
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
手
に

取
り
、
目
に
触
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
啓
発
媒
体
と
し
て
も
有
効
だ

と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
来
年
度
の
納
品

分
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、
従
来
の
印

字
内
容
に
加
え
て
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
載
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

問　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
流
産

や
死
産
な
ど
の
妊
娠
喪
失
を
経
験
し

た
女
性
は
、
2
0
1
9
年
で
約
2
万

人
に
上
る
と
の
こ
と
で
す
。
喪
失
感

の
大
き
さ
な
ど
か
ら
、
社
会
活
動
へ

の
影
響
、
鬱
や
P
T
S
D
（
心
的
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
を
発
症
す
る
リ
ス

ク
に
な
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
子
ど
も
が
産
ま
れ
た
家
庭
に

比
べ
、
妊
娠
喪
失
し
た
家
庭
へ
の
行

政
や
医
療
機
関
の
サ
ポ
ー
ト
は
か
な

り
薄
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
妊
娠
喪
失
を
し
た

家
庭
に
対
し
て
ど
の
様
な
サ
ポ
ー
ト

が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
お
伺
い
し

ま
す
。

答　

子
ど
も
健
康
部
長

　

ま
ず
、
経
済
的
支
援
と
し
て
、
医

療
保
険
適
用
外
の
不
育
症
検
査
・
治

療
に
対
し
、
1
年
度
10
万
円
を
限
度

に
、不
育
症
治
療
費
助
成
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
健
康
診

査
の
回
数
を
、
令
和
3
年
度
か
ら
4

回
分
を
追
加
し
て
支
援
助
成
の
拡
充

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
精
神
的
支
援
と
し
て
、「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
け
、
助
産
師
、
保
健
師
を
配
置
し
、

精
神
的
ケ
ア
、
母
体
の
健
康
管
理
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
不
育
症
の
相
談
支
援
体
制
の
充

実
と
し
て
、
県
の
不
妊
専
門
相
談
セ

ン
タ
ー
等
の
専
門
相
談
窓
口
等
の
ご

案
内
や
、
適
切
に
相
談
先
へ
繋
ぐ
等

の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①
出
産
子
育
て
政
策
に
に
つ
い
て

②
教
育
行
政
に
つ
い
て

③
市
政
全
般
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
支
援
に
つ
い
て

②
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

③�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て

④
新
市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

⑤
安
土
小
学
校
の
整
備
に
つ
い
て

ピンク＆ブルーリボン…妊娠喪失した女性
の支援を啓発する国際シンボルマーク

SDGs…�Sustainable Development Goals�
（エス・ディー・ジーズ）とは�
「持続可能な開発目標」の略称
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公
明
党�

山 

本 

妙 

子

個人質問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の取

り
組
み
に
つ
い
て

新
政
会�

道 

下 

直 

樹

個人質問

妊
娠
喪
失
のサ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て



問　

安
土
学
区
民
や
老
蘇
学
区
民
か

ら
す
る
と
、
安
土
町
総
合
支
所
の
具

体
的
な
利
活
用
が
、
今
、
示
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
今
回
の

新
庁
舎
建
設
が
、
令
和
5
年
完
成
を

目
指
す
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
た
安
土
町

と
の
合
併
か
ら
の
推
進
債
の
活
用
を

考
え
た
時
、
か
つ
て
、
安
土
町
の
本

丸
で
あ
っ
た
総
合
支
所
内
の
配
置
計

画
等
、
ま
た
そ
の
敷
地
の
利
活
用
等

に
つ
い
て
、
今
年
度
耐
震
工
事
を
さ

れ
る
こ
と
か
ら
も
、
現
状
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
の
か
、
進
捗
状
況
や

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
お
示
し

頂
け
ま
せ
ん
か
。

答　

安
土
町
総
合
支
所
長

　

安
土
町
総
合
支
所
は
、
新
市
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
新
庁
舎
完
成
後
も

引
き
続
き
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
昨
年
度
に
庁
内

外
か
ら
活
用
案
の
調
査
や
募
集
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
が
、
歴
史
的
公
文
書
館

機
能
を
有
す
る
活
用
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
現
在
、
新
庁
舎
完
成
後
の
活

用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
段
階
的
に
議

論
を
関
係
課
に
よ
り
始
め
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
安
土
町
総
合
支
所
の
敷

地
内
で
現
在
、
活
用
し
て
い
る
団
体

の
利
用
計
画
が
、
現
時
点
で
は
不
確

定
で
あ
る
た
め
、
目
標
年
次
を
示
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
関
連
す
る

情
報
収
集
に
努
め
て
計
画
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

問　

本
市
で
は
条
例
や
空
家
等
対
策

計
画
な
ど
に
基
づ
き
、
空
家
対
策
を

進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
①
そ
の

結
果
、
②
老
朽
化
し
て
危
険
な
家
屋

に
対
し
て
、
そ
の
撤
去
費
用
の
補
助

を
行
う
予
定
は
あ
る
か
、
③
馬
淵
学

区
を
は
じ
め
市
内
に
は
、
今
は
使
わ

れ
て
い
な
い
社
員
寮
が
老
朽
化
し
て

残
っ
て
い
る
所
が
あ
り
、
外
壁
の
落

下
・
火
災
の
発
生
等
の
不
安
を
感
じ

る
住
民
の
方
も
お
ら
れ
る
が
、
こ
の

様
な
法
人
の
所
有
す
る
建
物
も
、
国

の
特
措
法
や
市
の
条
例
が
対
象
と
す

る
「
空
家
」
に
な
る
の
か
、
以
上
の

３
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

都
市
整
備
部
理
事

　

①
空
家
の
所
有
者
等
に
対
し
、
適

切
な
管
理
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
文

書
の
送
付
や
面
談
を
行
っ
た
結
果
、

除
却
や
一
部
対
応
さ
れ
た
空
家
が
63

件
あ
り
、
管
理
不
全
と
な
っ
て
い
た

状
態
が
解
消
さ
れ
て
い
ま
す
。
②
空

家
の
管
理
は
所
有
者
等
に
責
務
が
あ

る
と
の
基
本
的
な
立
場
に
基
づ
き
、

現
時
点
に
お
い
て
撤
去
費
用
の
補
助

制
度
を
創
設
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
継
続
し
て
状
況
把
握
に
努
め
、

必
要
に
応
じ
て
新
規
支
援
策
な
ど
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
③
法
人
が

所
有
す
る
建
築
物
も
、
使
用
さ
れ
て

い
な
い
状
態
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て

継
続
し
て
い
る
も
の
は
、
法
や
市
の

条
例
が
対
象
と
す
る
空
家
に
含
ま
れ

る
と
考
え
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て

②
国
道
８
号
線
の
道
路
環
境
に
つ
い
て

③
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
い
て

④
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
に
つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①
西
の
湖
の
環
境
保
全
に
つ
い
て

②
西
の
湖
回
遊
路
整
備
に
つ
い
て

③�

安
寧
の
ま
ち
づ
く
り
近
江
八
幡
市
版
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
事
業
に
つ
い
て

【安土町総合支所】
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gggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

創
政
会�

南 

　 

祐 

輔

個人質問

空
家
対
策
に
つ
い
て

創
政
会�

岡 

田 

彦 

士

個人質問

市
庁
舎
整
備
に
係
る
安
土
町

総
合
支
所
の
活
用
に
つ
い
て



問　

事
業
発
注
は
、
詳
細
設
計
と
施

工
を
な
ぜ
同
時
発
注
す
る
の
で
す
か
。

ま
た
、
入
札
方
式
は
総
合
評
価
方
式

を
採
用
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。
そ
の
場
合
、
地
域
経
済
へ
の

影
響
や
災
害
応
急
対
策
、
修
繕
な
ど

の
地
域
維
持
事
業
を
担
っ
て
い
る
地

域
建
設
業
者
、
水
道
、
電
気
関
連
業

者
等
の
参
画
を
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答　

総
合
政
策
部
理
事

　

設
計
施
工
一
括
発
注
方
式
の
採
用

理
由
は
、
発
注
者
の
要
求
を
反
映
し

や
す
く
、
設
計
段
階
か
ら
施
工
技
術

を
活
用
し
た
工
期
短
縮
が
期
待
で
き
、

施
工
段
階
に
お
い
て
も
事
業
者
の
知

見
に
よ
る
品
質
向
上
や
事
業
費
削
減

な
ど
が
見
込
め
る
た
め
で
す
。
入
札

に
お
い
て
総
合
評
価
方
式
を
採
用
す

る
理
由
は
、
本
事
業
が
技
術
的
な
工

夫
や
高
度
な
技
術
提
案
を
要
す
る
工

事
で
あ
り
、
入
札
価
格
の
み
な
ら
ず

技
術
提
案
、
施
工
能
力
等
を
審
査
し

総
合
的
な
評
価
も
併
せ
て
、
事
業
者

の
選
定
が
可
能
と
な
る
た
め
で
す
。

ま
た
、
地
域
建
設
事
業
者
等
の
参
画

に
つ
い
て
は
、
総
合
評
価
点
の
加
算

を
設
け
る
な
ど
今
後
検
討
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問　

近
江
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力
低
下
に

対
す
る
懸
念
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
の
2
点
に
つ

い
て
異
議
申
し
立
て
の
主
張
を
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
2
点
に
つ
い
て
課

題
は
払
拭
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
近
江
牛
の
地
域
資
源
認
定
は
、

地
域
の
産
業
と
し
て
育
成
に
関
与
し

て
い
な
い
市
町
が
近
江
牛
を
返
礼
品

と
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
一
番
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
か
ら
、
生
産
振
興
の
た
め
の
基

金
を
県
域
（
返
礼
品
と
し
て
扱
う
県

内
各
市
町
）
で
創
設
し
、
地
域
資
源

認
定
さ
れ
る
品
目
の
振
興
に
努
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

答　

総
合
政
策
部
理
事

　

今
回
の
審
査
申
出
は
、
滋
賀
県
の

手
続
き
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
行
っ

た
も
の
で
す
が
、「
近
江
牛
の
ブ
ラ
ン

ド
力
低
下
の
懸
念
」
に
つ
い
て
は
、

県
と
協
議
を
重
ね
、
本
市
の
主
張
を

概
ね
反
映
し
た
大
幅
な
運
用
ル
ー
ル

等
の
見
直
し
に
お
い
て
、
厳
格
な
等

級
制
限
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
等
に
よ

り
、
懸
念
が
相
当
払
拭
で
き
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨
に
反
す
る
こ

と
」
に
つ
い
て
も
、
運
用
ル
ー
ル
等

を
厳
格
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
、
県
域
の
産
業
の
育
成
を
推
進
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
趣
旨
に
則
し
て
い
る
と
考
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
金
創
設
に
つ
い
て
は
、

県
の
地
域
資
源
「
近
江
牛
」
と
し
て
、

振
興
・
発
展
を
図
る
べ
く
、
機
会
を

捉
え
て
、県
に
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
経
済
政
策
に

つ
い
て

［
そ
の
他
の
質
疑
・
質
問
］

①�

今
年
度
よ
り
５
年
間
の
土
地
改
良
長
期
計

画
は
、
本
市
土
地
改
良
事
業
で
ど
の
よ
う

に
対
応
す
べ
き
も
の
な
の
か
に
つ
い
て

【現市庁舎】
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政
翔
会�

小 

川 

広 

司

個人質問

新
し
い
市
庁
舎
整
備
事
業
の

発
注
・
入
札
方
式
に
つ
い
て

政
翔
会�

辻 

　 

正 

隆

個人質問

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
お
け
る

地
域
資
源
認
定
に
つ
い
て



問　

経
済
産
業
省
が
定
義
す
る
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
D
X
）を
行
政
に
当
て
は
め
る
と「
自

治
体
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対

応
し
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

駆
使
し
て
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
や
様
々
な
計
画
を
見

直
す
と
と
も
に
、
業
務
そ
の
も
の
や
、

プ
ロ
セ
ス
、
組
織
風
土
や
文
化
、
そ

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
の
あ
り
方

そ
の
も
の
を
変
革
し
、
選
ば
れ
る
ま

ち
に
な
る
こ
と
。」と
理
解
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
近
江
八
幡
市
と
し
て

D
X
化
を
進
め
る
目
的
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。

答　

総
務
部
理
事

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
I
C
T
技
術
が

急
速
に
進
む
中
、
複
雑
多
様
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
、
人
口
減
少
社
会
へ
の

対
応
、
加
え
て
不
測
の
事
態
に
も
対

応
で
き
る
行
政
運
営
の
た
め
に
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
組
織
の
在
り
方
を
見

直
す
時
期
が
来
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
本
市
で
自
治
体
D
X
を
進

め
る
目
的
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

I
C
T
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
業
務

の
適
正
化
、
効
率
化
を
図
り
、
職
員

に
し
か
で
き
な
い
業
務
に
注
力
す
る

ほ
か
、
災
害
等
不
測
の
事
態
が
起
き

て
も
、
適
正
に
対
応
で
き
る
よ
う
な

組
織
体
制
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
安

定
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
質

の
向
上
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
山
本
　
妙
子

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
6
月
定
例
会
に

付
託
さ
れ
た
条
例
関
連
議
案
4
件
、
そ
の

他
議
案
1
件
に
つ
い
て
審
査
す
る
た
め
、

6
月
21
日
に
開
催
し
、
当
局
に
詳
細
な
説

明
を
求
め
、質
疑
、審
査
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見
と
し
て
、

議
第
46
号
、
47
号
、
48
号
の
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
関
連
し
て
、

市
民
に
関
わ
る
行
政
手
続
き
の
中
で
、
既

に
押
印
の
見
直
し
を
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
一
覧
表
に
し
て
分
か
り
や
す
く
市

民
に
周
知
を
行
う
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
議
案
も
慎
重
に
審
査
し
た
結

果
、
当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
全
て
を
全
員

賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
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政
翔
会�

沖
　 

茂 

樹

個人質問

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）に
つ
い
て

委員長
山 本 妙 子

副委員長
南 　 祐 輔

委員
山 元 聡 子

委員
冨士谷 英正



教
育
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告委

員
長
　
沖
　
茂
樹

　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い

て
、
6
月
22
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
当
局
に
対
し
て

詳
細
な
説
明
を
求
め
、
議
案
質
疑
等
を
行
い
審
査
し
ま

し
た
。

　

条
例
議
案
3
件
、
そ
の
他
議
案
2
件
の
計
5
件
に
つ

い
て
、
全
員
賛
成
で
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
さ
れ
た
意
見
書
「
会
第
5
号　

今

夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
中
止
を
国
に
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
」
は
、
賛
成
少
数
で
原
案
を
否
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。。

　

な
お
、
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見
と
し
て
、
会

第
5
号
に
つ
い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
は
性
質
が
異
な
り
、
世
界
中
の

ア
ス
リ
ー
ト
が
長
年
目
標
と
し
て
競
技
に
励
ん
で
い
る

特
別
な
大
会
で
あ
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
万
全
の
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
、
世
界

が
直
面
す
る
課
題
を
解
決
し
た
証
と
し
て
大
会
を
開
催

す
る
べ
き
と
考
え
る
た
め
反
対
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
国
民
が
自
粛
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
中

で
は
、
国
民
の
健
康
と
命
を
最
優
先
に
考
え
る
べ
き
で

あ
り
、
今
夏
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
中
止
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
た
段
階
で
実
施
す
る
べ

き
と
立
場
か
ら
賛
成
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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委員
北 川 誠 次

委員
岡 山 か よ 子

副委員長
岩 崎 和 也

委員
平 井 偗 治

委員
西 津 善 樹

委員長
沖　 茂 樹

委員
小 川 広 司

委員
小 西 　 励

委員
森 原 陽 子

委員
檜 山 秋 彦

委員
山 本 英 夫

委員
井 上 芳 夫



予
算
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
岡
山
か
よ
子

　

予
算
常
任
委
員
会
は
6
月
18
日
お
よ
び
6

月
28
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、「
議
第
44
号
令

和
3
年
度
近
江
八
幡
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）」、「
議
第
60
号
令
和
3
年
度
近
江

八
幡
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）」
の

2
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。
採
決
の
結

果
、
議
第
44
号
お
よ
び
議
第
60
号
の
両
議
案

と
も
に
全
員
賛
成
で
原
案
を
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意
見
と
し

て
、
議
第
44
号
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
係
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
全
て
の
市

民
に
対
し
て
納
得
い
た
だ
け
る
施
策
を
行
う

こ
と
は
大
変
苦
慮
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
本

予
算
は
、
早
急
に
市
民
生
活
に
向
け
て
の
予

算
と
し
て
組
ま
れ
て
お
り
、
大
き
な
意
味
が

あ
る
。
一
方
、
全
体
的
に
施
策
に
対
す
る
予

算
編
成
が
市
民
感
覚
と
し
て
反
映
さ
れ
て
い

る
か
疑
問
が
残
る
部
分
が
あ
る
。
市
民
が
置

か
れ
て
い
る
実
情
を
把
握
し
、
今
、
何
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
か
十
分
考
慮
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
予
算
編
成
時
に
は
、
過
去
の
事
業
を

含
め
、
施
策
に
対
す
る
十
分
な
検
証
を
行
わ

れ
た
い
。
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
審
査
報
告

委
員
長
　
大
川
　
恒
彦

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
6
月
23

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、「
議
第
51
号

近
江
八
幡
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
」、「
議
第
52
号
近
江
八
幡
市

気
候
非
常
事
態
宣
言
を
す
る
こ
と
に

つ
き
決
議
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」、「
議
第
57
号
近
江
八
幡
市
手
数

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」
の
3
件
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
全

議
案
と
も
に
全
員
賛
成
で
原
案
を
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
審
査
過
程
に
お
け
る
主
な
意

見
と
し
て
、
議
第
52
号
で
は
、
政
府

が
推
進
し
て
い
る
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
基
づ
い
て
、
一
人
ひ
と
り
が
異

常
気
象
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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委員
辻 　 正 隆

委員長
大 川 恒 彦

委員
岡 田 彦 士

副委員長
道 下 直 樹

委員
片 岡 信 博

委員
玉 木 弘 子

委員
竹 尾 耕 児



市議会に設置されている各委員会の委員と
一部事務組合議会の議員の構成は以下のとおりです。

職名および委員会・
一部事務組合議会名 氏名（　◎：委員長　　○：副委員長　）

議　　長 平　井　偗　治

副 議 長 小　西　　　励

監査委員 井　上　芳　夫

議会運営委員会 ◎北川　誠次　○道下　直樹　　山本　妙子　　森原　陽子
　岡山かよ子　　辻　　正隆

予算常任委員会 ◎岡山かよ子　○南　　祐輔
※委員は全議員（委員長・副委員長のみ記載）

総務常任委員会 ※ 委員は14・15ページに掲載しています

教育厚生常任委員会 ※ 委員は15ページに掲載しています

産業建設常任委員会 ※ 委員は16ページに掲載しています

市庁舎整備等特別委員会
◎辻　　正隆　○玉木　弘子　　道下　直樹　　山本　妙子
　大川　恒彦　　森原　陽子　　竹尾　耕児　　岡田　彦士
　冨士谷英正　　西津　善樹　　小西　　励　　片岡　信博

議会改革推進委員会

◎竹尾　耕児　〇道下　直樹　　岩崎　和也　　山本　妙子
　南　　祐輔　　山元　聡子　　沖　　茂樹　　大川　恒彦
　森原　陽子　　岡山かよ子　　冨士谷英正　　西津　善樹
　北川　誠次　　小川　広司　　山本　英夫

広報広聴委員会
◎小西　　励　○岩崎　和也　　道下　直樹　　山本　妙子
　南　　祐輔　　山元　聡子　　沖　　茂樹　　森原　陽子
　竹尾　耕児　　冨士谷英正　　西津　善樹　　山本　英夫

東近江行政組合議会議員 　道下　直樹　　岩崎　和也　　南　　祐輔　　沖　　茂樹
　岡山かよ子
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　全員一致で承認・可決・同意・採択した議案

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託委員会

　４月市議会臨時会

◇　予　　　算

議第38号 専決処分の承認を求めることについて
令和２年度近江八幡市一般会計補正予算（第15号） 予算

議第40号 専決処分の承認を求めることについて
令和３年度近江八幡市一般会計補正予算（第１号） 予算

◇　条　　　例

議第39号
専決処分の承認を求めることについて
(1)近江八幡市税条例等の一部を改正する条例の制定について
(2)近江八幡市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について
(3)近江八幡市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について

総務

会 　 派 　 名 創政会
（8 名）

政翔会 
(3 名）

日本共産党
（3 名）

公明党
（２名）

新政会
（２名）

公政会
（１名）

志誠会
（１名）

チームはちまん
(1 名 )

ひむれクラブ
（１名）

凛成会
（１名）

会 派 代 表 者 北川　誠次 辻　　正隆 檜山　秋彦 山本　妙子 平井　偗治 冨士谷英正 西津　善樹 竹尾　耕児 山本　英夫 山元　聡子

経 理 責 任 者 南　　祐輔 沖　　茂樹 玉木　弘子 岩崎　和也 道下　直樹 冨士谷英正 西津　善樹 竹尾　耕児 山本　英夫 山元　聡子

交 　 付 　 額 1,920,000 720,000 720,000 480,000 460,000 420,000 220,000 280,000 200,000 240,000

収 入 合 計 額 ① 1,920,008 720,003 720,000 480,002 460,001 420,000 220,000 280,001 200,001 240,000

調 査 研 究 費 122,078 80,097

研 修 費

広 　 報 　 費 571,455 247,600 720,000 420,000 220,000 240,000

広 　 聴 　 費

要請・陳情活動費 26,940 24,924

会 議 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費 13,200 36,476 8,640 64,200

人 件 費

事 務 所 費

支 出 合 計 額 ② 611,595 394,602 720,000 36,476 80,097 420,000 220,000 8,640 64,200 240,000

返還額（①－②） 1,308,413 325,401 0 443,526 379,904 0 0 271,361 135,801 0

令和 2年度　(令和 2年 4月～令和 3年 3月）　政務活動費収支報告

収入合計額　①	 ：　交付額に預託利息等が発生した場合は、当該①に含めています。
返還額（①－②）	：　収入合計額①よりも支出合計額②が大きい場合は、返還額はありません。（差額は自己負担）
　※�各会派所属議員数は、年度内に会派異動による人数の増減が生じた会派についても、令和 3 年 3 月 31 日現在での人数を記載しています。そのため、所属

人数が同数の会派でも会派異動の時期及び人数によって交付額は異なります。　また、各会派の所属議員は、ホームページの市議会議員名簿に掲載してい
ます。

令和３年第2回（4月）近江八幡市議会臨時会・令和３年第2回（6月）近江八幡市議会定例会に提出された議案と議決結果

　賛否の分かれた議案

議案番号 件　　　　　　　　　　名

付 

託 

委 

員 

会

会派 創政会 政翔会 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

議

決

結

果

南
　

祐

輔

大
川
　

恒
彦

井
上
　

芳
夫

岡
山
か
よ
子

岡
田
　

彦
士

小

西
　

励

片
岡
　

信
博

北
川
　

誠
次

沖
　

茂

樹

辻
　

正

隆

小
川
　

広
司

森
原
　

陽
子

玉
木
　

弘
子

檜
山
　

秋
彦

岩
崎
　

和
也

山
本
　

妙
子

道
下
　

直
樹

平
井
　

偗
治

冨
士
谷
英
正

西
津
　

善
樹

竹
尾
　

耕
児

山
本
　

英
夫

山
元
　

聡
子

　６月市議会定例会

◇　議員提出議案（意見書）

会第５号 今夏のオリンピックの開催中止を国に求める意見
書の提出について 教厚 否決 × × × × × × × × × × × 〇 〇 欠 × × × - × × 〇 〇 ×

○…賛成　　　×…反対　　　　欠…欠席　　　　退…退席　　　除…除斥　　―…議長は採決に加わっていません。
①：日本共産党　②：公明党　③：新政会　④：公政会　⑤：志誠会　⑥：チームはちまん　⑦：ひむれクラブ　⑧：凛成会
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　全員一致で承認・可決・同意・採択した議案

◇　人　　　事

議第41号 近江八幡市固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて 省略

議第42号 近江八幡市監査委員の選任につき同意を求めることについて 省略

　６月市議会定例会

◇　予　　　算

議第44号 令和３年度近江八幡市一般会計補正予算（第２号） 予算

議第60号 令和３年度近江八幡市一般会計補正予算（第３号） 予算

◇　条　　　例

議第43号 専決処分の承認を求めることについて
近江八幡市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 教育厚生

議第45号 近江八幡市学校給食費に関する条例の制定について 教育厚生

議第46号 近江八幡市公平委員会委員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第47号 近江八幡市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第48号 近江八幡市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第49号 近江八幡市税条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第50号 近江八幡市国民健康保険条例等の一部を改正する条例の制定について 教育厚生

議第51号 近江八幡市火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について 産業建設

議第57号 近江八幡市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 産業建設

◇　人　　　事

議第53号 馬淵財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 省略

議第54号 野村財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 省略

議第55号 江頭財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 省略

議第61号 近江八幡市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 省略

◇　そ　の　他

議第52号 近江八幡市気候非常事態宣言をすることにつき決議を求めることについて 産業建設

議第56号 旧桐原幼稚園他解体工事請負契約の締結につき議決を求めることについて 教育厚生

議第58号 文芸セミナリヨ改修工事請負契約の締結につき議決を求めることについて 総務

議第59号 八幡小学校屋内運動場等改修工事請負契約の締結につき議決を求めることについて 教育厚生

付託委員会欄の「予算」は予算常任委員会、「総務」は総務常任委員会、「教育厚生」は教育厚生常任委員会、「産業建設」は産業建設常任委
員会です。「庁舎」は市庁舎整備等特別委員会です。

９月定例会のご案内　令和３年第３回（９月）市議会定例会は、次のような日程で予定しています。それ以外の日は、休会の予定です。

開会日 質問日 委員会 閉会日

８月30日（月） ９月８日（水）、９日（木）
10日（金）

９月10日（金）、13日（月）、14日（火）、
15日（水）、16日（木）、17日（金） ９月24日（金）

皆さまからの議会運営に関するご意見を、メールまたは文書にて、議会事務局までお寄せください。
〒523－8501　近江八幡市桜宮町236番地　Ｅメール：020200@city.omihachiman.lg.jp　ＦＡＸ  ：０７４８－３６－７１０１

議会だより訂正のお知らせとお詫び
　「おうみはちまん　議会だより」第４７号（令和３年５月１日発行）１９ページの内容に誤りがありました。
　つきましては、下記のとおり訂正させていただきます。

　議員提出議案（意見書）
　会第１号　新型コロナウイルス感染症拡大抑止のための社会的検査を求める意見書の提出について
　　　　　　　　　議決結果　　　　　　　誤）可決
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正）否決
　ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。
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近江八幡市気候非常事態宣言について
　令和２年第４回（12 月）近江八幡市議会定例会において「気候非常事態宣言及び気候変動
に対する取り組みを推進する請願」が上程され、採択となりました。
　これを受け、市民、事業者及び行政が一体となって環境に対する意識を高め、一人一人が積
極的かつ継続的に行動することを目標とする「近江八幡市気候非常事態宣言」を表明するため
に、令和３年第２回（６月）近江八幡市議会定例会に「近江八幡市気候非常事態宣言をするこ
とにつき決議を求めることについて」の議案が上程され、全員賛成で議決しました。
　気候非常事態宣言は、「びわ湖の日」の制定 40 周
年にあたる７月１日に行われ、2050 年までに二酸
化炭素の排出量を実質ゼロにすることを目標として
います。
　今後は、市議会としましても市民のみなさまとと
もに環境問題に取り組んでまいりますので、ご協力
をお願いいたします。

＊ SDGs…�Sustainable Development Goals（エス・ディー・ジーズ）とは、「持続可能な開発目標」の略称。2015 年
9 月の国連サミットで採択され、国連加盟国 193 か国が 2016 年から 2030 年の 15 年間で達成するために掲
げた目標。

近江八幡市気候非常事態宣言
　地球温暖化の影響とみられる記録的な猛暑や局地的な集中豪雨による洪水などが、国内
のみならず、世界各地で毎年のように発生しています。深刻な被害をもたらしている近年
の状況から、地球温暖化は、気候変動の域を超えて危機的ともいえる状況に直面している
と考えられます。
　2015 年に採択された「パリ協定」では、世界の平均気温上昇を 1.5℃までに抑えること
が目標として掲げられ、この目標を達成するためには、2050 年までに二酸化炭素の排出
量を実質ゼロにすることが求められています。
　本市は、西の湖やその周辺の水郷地帯などのほか、平野部には豊かな農地が広がり、周
囲の山々とともに里山景観を形成するなど、非常に豊かな自然環境に恵まれています。
　安心して豊かに暮らすことのできる環境を後世に継承し、SDGs の目指す持続可能な社
会の実現のため、現在の気候変動が地球規模で危機的状況であることを認識するとともに、
今を生きる我々市民、事業者及び行政が一体となって環境に対する意識を高め、一人一人
が積極的かつ継続的に行動することが大切です。
　このようなことから、本市は、ここに、気候非常事態を宣言し、私たちが環境の一部と
して健全な関係を築くことのできる経済・社会活動を推進するとともに、2050 年までに
二酸化炭素の排出量を実質ゼロにすることを目指します。
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●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷


